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平成 22 年 4 月 9 日 

各  位 

会 社 名 株式会社 クリムゾン 

(JASDAQ・コード番号：2776) 

代表者名 代表取締役社長 茂木眞一 

問合せ先 取締役副社長  中川純夫 

電  話 03－5637－0505 

 

 

 

(訂正) 「平成 22 年 1 月期 決算短信(非連結)」の一部訂正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 22 年 3 月 16 日にてお知らせいたしております｢平成 22 年 1 月期 決算短

信(非連結)｣について、一部誤りがありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

訂正箇所につきましては、訂正前と訂正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には＿を付して

表示しております。 

 

1.訂正理由 

 

訂正にいたった経緯は、関東財務局に提出を予定しております第 26 期有価証券報告書の

作成・確認を行なっていた際に、記載内容に不備が判明し、決算短信を訂正いたします。 

 

2.訂正内容 

 

財務諸表の内訳数値及び数値記載箇所の誤りによるものであります。 
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５．個別財務諸表 

（1）貸借対照表 

【訂正前】 

前事業年度 当事業年度
（平成21年１月31日） （平成22年１月31日）

資産の部
（中略）

固定資産
有形固定資産

建物

減価償却累計額
建物（純額）

構築物
減価償却累計額
構築物（純額）

船舶
減価償却累計額
船舶（純額）

車両運搬具
減価償却累計額
車両運搬具（純額）

工具、器具及び備品

減価償却累計額
工具、器具及び備品（純額）

土地
建設仮勘定
有形固定資産合計
（以下省略）

【訂正後】

前事業年度 当事業年度
（平成21年１月31日） （平成22年１月31日）

資産の部
（中略）

固定資産
有形固定資産

建物

減価償却累計額
建物（純額）

構築物
減価償却累計額
構築物（純額）

船舶
減価償却累計額
船舶（純額）

車両運搬具
減価償却累計額
車両運搬具（純額）

工具、器具及び備品

減価償却累計額
工具、器具及び備品（純額）

土地
建設仮勘定
有形固定資産合計
（以下省略）

102,075 ―
527,118 286,131

14,903 10,280
※2  132,216 ※2  132,216

68,004 99,130

△ 53,100 △ 88,850

△ 15,273 △ 15,083
4,351 2,868

1,454 ―
19,625 17,952

7,250 ―
△ 5,795 ―

△ 552 △ 566
85 71

※2  272,031 ※2  140,694
638 638

（単位：千円）

502,907 523,072

△ 230,876 △ 382,378

（単位：千円）

14,903
△ 53,100

10,280
△ 114,011

68,004
4,351

124,291
2,868

△ 15,273
19,625

△ 15,083
17,952

1,454
△ 5,795

―
―

7,250
85

―
71

△ 552
638

△ 566
638

※2  272,031
△ 230,876

502,907

※2  140,694
△ 569,618

710,312

※2  132,216
102,075
527,118

※2  132,216
―

286,131
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【訂正前】 

 （ストック・オプション等関係） 

（2）ストック･オプションの規模及びその変動状況 
 ①ストック・オプションの数 

 会社名  提出会社 

 決議年月日  平成 19 年４月 25 日 

 権利確定前  310

  期首（株）  ―

  付与（株）  ―

  失効（株）  20

  権利確定（株）  ―

  未確定残（株）  290

 権利確定後  

  期首（株）  

 権利確定（株）  

 権利行使（株）  

 失効（株）  

 未行使残（株）  

 

②  単価情報 

 会社名  提出会社 

 決議年月日  平成 19 年４月 25 日 

 権利行使価格（円）  122,640

 行使時平均株価（円）  ―

 
付与日における公正な評価単価

（円） 
 27,009

     

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法 

該当事項はありません。 

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法 

基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数の

み反映させる方法を採用しております。 
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【訂正後】 

 （ストック・オプション等関係） 

（2）ストック･オプションの規模及びその変動状況 
 ①ストック・オプションの数 

 会社名  提出会社 

 決議年月日  平成 19 年４月 25 日 

 権利確定前  

  期首（株）  310

  付与（株）  ―

  失効（株）  ―

  権利確定（株）  310

  未確定残（株）  ―

 権利確定後  

  期首（株）  ―

 権利確定（株）  310

 権利行使（株）  ―

 失効（株）  20

 未行使残（株）  290

 

②  単価情報 

 会社名  提出会社 

 決議年月日  平成 19 年４月 25 日 

 権利行使価格（円）  122,640

 行使時平均株価（円）  ―

 
付与日における公正な評価単価

（円） 
 27,009

     

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法 

該当事項はありません。 

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法 

基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数の

み反映させる方法を採用しております。 

 

 

 


